
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

を
前
提
・
こ
す
る
も
の
で
、
現
在
支
那
の
難
然
た
る
費
幣
の
償
値
軍

位
は
銀
爾
及
洋
元
の
二
元
的
に
な
っ
て
み
る
故
に
、
記
帳
軍
位
の

研
究
を
以
て
支
那
會
計
學
の
根
本
閤
題
・
こ
名
付
け
、
目
下
の
支
那

貨
幣
の
妖
態
よ
り
考
究
す
れ
ば
記
帳
三
位
は
洋
元
が
適
量
で
、
し

か
も
一
般
に
通
用
の
単
元
を
以
て
貨
幣
の
磁
位
ミ
す
べ
き
を
論
君

て
居
る
。
軌
近
支
那
に
於
け
る
疑
古
派
並
び
に
正
統
派
の
患
想
に

就
い
て
は
其
代
表
的
人
物
た
る
康
露
里
課
五
玉
及
び
章
柄
麟
の
思

想
を
解
剖
し
、
上
海
の
U
考
察
は
一
切
の
罪
悪
の
滋
生
す
る
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
の
都
市
上
海
を
舞
盗
－
こ
し
て
総
門
悪
に
就
い
て
の
見

解
で
あ
る
。
．
最
後
の
華
語
與
漢
字
的
聲
補
正
遷
は
之
を
二
分
し
一

は
從
二
戸
研
究
ε
し
夏
に
之
を
時
間
上
的
官
戸
、
室
間
的
攣
蓬
に

分
ち
、
一
は
現
在
的
考
謹
で
之
を
唇
者
、
牙
喉
音
、
舌
歯
音
、
貫

通
諸
部
の
四
に
分
類
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
八
篇
古
今

多
方
面
牝
亙
る
が
意
義
あ
る
力
作
が
多
く
、
躍
動
す
る
支
那
ミ
特

に
密
接
の
此
身
に
立
つ
同
文
婁
院
の
記
念
出
版
ミ
し
て
、
眞
に
適

當
の
幽
版
－
こ
云
へ
や
う
。
（
菊
判
、
六
八
○
頁
、
同
文
書
院
支
那
研

究
部
嚢
行
、
上
海
北
四
川
路
底
内
山
書
店
費
捌
）
〔
以
上
今
石
〕

第
一
十
五
篠
　

第
一
二
號
　
　
　
四
点
ハ
ニ

　
　
　
⑭
ル
ネ
ツ
ず
ン
ス
吏
概
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
博
士
　
坂
口
　
　
昂
著

　
本
書
は
西
洋
史
上
、
ル
ネ
ヅ
サ
ン
ス
・
グ
ロ
ー
バ
ー
ざ
も
稔
す

べ
き
伊
太
利
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
就
い
て
の
通
読
で
あ
っ
て
、
著
者

の
最
後
の
研
究
養
表
、
需
は
“
そ
の
墓
標
で
あ
る
。
本
書
に
於
て

著
者
が
ル
ネ
ヅ
サ
ン
ス
に
向
け
た
槻
察
の
焦
鮎
は
、
凡
そ
二
つ
あ

る
ミ
曽
口
へ
や
・
フ
。
古
凱
ハ
鳳
Ψ
蔽
四
ミ
云
ふ
文
”
化
幅
下
子
が
”
、
十
m
四
や
五
冊
歯

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
セ

紀
に
至
っ
て
、
突
如
萌
芽
し
、
雄
飛
し
、
花
繕
い
て
所
謂
ル
ネ
ツ

サ
ン
．
ス
ε
な
っ
た
の
で
な
く
て
、
通
常
嗜
黒
時
代
ざ
言
は
れ
て
る

る
約
一
千
年
に
漏
る
中
古
期
の
歴
史
的
下
身
の
中
に
、
そ
の
文
化

種
子
の
獲
芽
生
長
す
べ
き
土
壌
が
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
マ
」
い

ふ
こ
ぐ
」
が
そ
の
第
一
焦
々
で
あ
り
、
而
し
て
、
一
且
萌
芽
し
た
古

典
墨
壷
及
そ
の
精
紳
が
、
如
何
に
近
代
的
に
生
長
し
、
花
険
き
、
r

實
を
結
ん
だ
か
、
ミ
い
ふ
の
が
第
二
の
寛
仁
ミ
な
っ
て
み
る
。
全

篇
六
章
、
そ
の
前
二
章
が
第
一
焦
鮎
に
、
後
四
章
が
第
二
の
焦
舗

に
合
す
る
も
の
ミ
槻
ら
れ
る
。

　
著
者
は
箪
に
墨
藝
に
つ
い
て
の
み
な
ら
す
、
政
治
、
経
三
等
に
も
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論
及
し
、
以
て
そ
れ
管
下
般
文
化
事
象
の
關
聯
的
嚢
展
の
中
に
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
歴
史
的
進
展
を
把
握
せ
ん
ミ
し
て
み
る
。
そ
し

て
そ
の
目
的
は
或
程
度
迄
蓬
せ
ら
れ
て
る
る
。
が
も
し
強
ひ
て
遣

醸
に
思
は
れ
る
鮎
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
本
書
の
原
稿
が
限
ら
れ

た
僅
か
な
時
間
内
の
講
演
の
そ
れ
の
た
め
で
あ
ら
う
か
、
各
文
化

事
象
の
歴
史
的
關
聯
、
及
そ
れ
等
の
事
象
こ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
精
紳

ミ
の
意
味
的
結
合
が
＋
余
に
は
論
及
さ
れ
て
み
な
い
こ
ε
こ
れ
で

あ
る
。
特
に
ル
ネ
ヅ
サ
ン
ス
の
精
華
ざ
も
云
ふ
べ
ぎ
総
叢
、
彫
刻

に
就
い
て
は
一
夕
そ
の
感
を
深
く
す
る
。
併
し
な
が
ら
、
も
し
二

者
に
し
て
そ
こ
に
挿
入
さ
れ
た
多
く
の
挿
絵
を
凝
親
裁
讃
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
総
に
よ
っ
て
、
無
言
の
而
も
充
分
な
る
説
明
を
槻
弓

し
得
る
で
あ
ら
う
。

　
ε
ま
れ
本
書
は
「
榮
え
ゆ
く
人
生
が
、
精
神
及
び
陣
立
の
生
活

に
於
て
、
い
や
高
ま
り
、
い
や
廣
く
横
ま
り
行
く
傾
向
を
有
す
る

限
り
、
そ
れ
が
凡
て
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
嚢
生
で
あ
る
」
ミ
い
ふ
著

者
狽
特
の
寛
喜
に
よ
っ
て
貫
ぬ
か
れ
て
る
ろ
所
の
、
伊
太
刮
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の
命
題
史
で
あ
っ
て
、
伊
太
利
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
眞
髄

を
直
ち
に
把
握
せ
ん
¶
こ
す
る
者
に
は
教
ゆ
る
膨
大
で
あ
ら
う
。
（
菊

　
　
　
紹
　
　
　
介

判
二
四
二
頁
、
償
三
、
○
○
圓
、
東
京
岩
波
書
店
専
行
）
〔
井
上
〕

働
西
洋
近
世
史
講
話

齋
藤
清
太
郎
著

　
西
洋
史
上
、
中
世
ε
近
世
ミ
を
分
つ
べ
き
鮎
は
二
三
に
止
ま
ら

な
い
。
た
・
こ
へ
ば
中
世
は
一
方
に
慧
劃
建
的
割
口
回
山
土
義
が
行
は
れ
る

ε
共
に
他
方
、
皇
帝
或
は
法
皇
に
よ
る
世
界
的
統
治
が
企
て
ら
れ

た
に
慶
し
、
近
世
に
は
こ
の
二
傾
向
¶
こ
も
影
を
う
す
め
中
央
集
椹

的
三
家
の
獲
達
を
見
、
同
時
に
是
等
諸
職
家
の
國
民
的
謝
抗
が
甚

し
く
な
っ
た
。
而
し
て
學
藝
復
興
以
來
深
め
ら
れ
た
個
人
の
自
罷

は
濁
り
墨
藝
方
面
に
て
見
ら
れ
た
の
み
で
な
く
信
仰
界
に
於
て
も

加
特
命
の
統
一
主
義
函
り
の
解
放
を
圭
心
し
て
宗
敏
改
革
が
生
じ

種
々
抗
雫
の
後
、
墓
督
教
徒
を
新
蕎
の
爾
派
に
分
た
し
め
た
。
吏

に
新
大
陸
の
藤
見
に
よ
り
欧
洲
人
の
活
動
学
園
が
籏
大
さ
れ
て
大

西
洋
時
代
の
幽
現
し
來
る
事
も
柱
目
す
べ
き
近
世
的
特
徴
で
あ
る

本
書
は
か
・
る
特
徴
を
有
す
る
西
洋
近
世
史
を
政
治
史
を
中
軸
ぐ
」

し
て
遽
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
如
上
の
請
特
徴
を
冬
方
颪
に
看
取
し

得
べ
き
、
宗
教
改
革
よ
り
米
二
士
立
に
至
る
迄
の
約
三
百
年
間
を

含
ん
で
居
る
。
絡
別
に
新
し
さ
を
求
め
す
若
實
に
冬
國
内
及
び
國

　
　
　
　
　
　
第
十
五
倦
　
轄
鮒
三
號
　
　
　
四
六
三

（　121　）


